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立命館大学国際関係学会会則

第１条（名称）　本会は、立命館大学国際関係学会という。
第２条（目的）　本会は、国際関係に関連する学術の研究と普及を目的とする。
第３条（事業）　本会は、その目的を達成するため、次の事業を行う。
　　１　機関紙「立命館国際研究」の編集と発行　　　　３　研究会、講演会の開催
　　２　研究補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　その他前各号に関係する事業
第４条（会員）

⑴　本会は次の会員を持って組織する。
１　本学国際関係学部に所属する教授・准教授・講師・助教
２　本学大学院国際関係学研究科前期課程院生
３　本学大学院国際関係学研究科後期課程院生
４　本学国際関係学部生
５　常任委員会において承認を得たもの

⑵　第１号会員の会員は教員部会、第２号および第３号の会員は院生部会、第４号の会員は学生部会を
構成する。

第５条（総会）
⑴　通常総会は、毎年１回、常任委員会の招集によりこれを開催し、常任委員会より事業活動及び事業

方針の報告を受け、監査委員より会計監査の報告を受ける。臨時総会は、必要に応じて常任委員会の
招集によりこれを開催する。

⑵　総会において決議を要するときは、出席した会員の過半数をもって決する。
⑶　委任状または代理人による議決権行使は認められない。

第６条（役員）
⑴　本会に次の役員をおく。

１　会　長　　　　１名　　　　４　幹　事　　　　１名
２　副会長　　　　１名　　　　５　監査委員　　　３名
３　常任委員　　　５名

⑵　会長は、本学国際関係学部所属の専任教員より選出する。会長は本会を代表し会務を統括する。
⑶　副会長は本学国際関係学部所属の専任教員より選出する。副会長は会長を補佐し、常任委員会を主

催して会務の運営にあたる。
⑷　常任委員は教員部会の会員より２名、院生部会の会員より１名、及び学生部会の会員より２名を選

出する。常任委員会は副会長および全ての常任委員によって構成する。
⑸　幹事は、本学国際関係学部事務長とする。幹事は、会長の指揮に従い本会の日常業務の執行を補佐

するものとする。
⑹　監査委員は、教員部会の会員より１名、同条第２号院生部会の会員より１名、および学生部会の会

員より１名を選出する。監査委員は、本会の会計を監査し、監査の結果を総会に報告しなければなら
ない。

第７条（事業の執行）　常任委員会は本会の業務を執行する。常任理事会は各年度の事業方針及び予算案
を総会に報告しなければならない。また、前年度の事業内容及び決算について、監査委員会の承認を得
てこれを総会に報告しなければならない。

第８条（経費）　本会の経費は、会費、補助金及び寄付金をもってこれにあてる。
第９条（会費）

⑴　本会の会費は次の通りとする。
１　第４条第１号の会員　　年額　12,000円
２　第４条第２号の会員　半年額　4,000円
３　第４条第３号の会員　半年額　4,000円
４　第４条第４号の会員　半年額　4,000円
５　第４条第５号の会員　　年額　8,000円

第10条（会計年度）　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終る。
第11条（会則の変更）　会則の変更は常任委員会の発議により、総会の承認を得なければならない。変更

された会則は、総会の承認を得た時点で発効する。
　附　則
1992 年度より会員に大学院国際関係研究科院生を加える。
　附　則（2000 年７月４日会員の追加による改正）
この会則は、2000 年７月４日から施行する。
　附　則（2011 年５月 10 日会員及び会費の見直し、評議委員会の廃止にともなう改正）
この会則は、2011 年５月 10 日から施行する。
　附　則（2012 年１月 24 日会費徴収方法の変更に伴う改正）
この会則は、2012 年４月１日から施行する。

編 集 後 記
　今号には、論文 6 本と研究ノート 1 本が掲載されている。タイトルから分かるように、多面的な課題
についての考察がなされている。そこでは、比較政治学や国際関係理論、比較文化学、開発経済、国際
経済、地域研究、教育、様々な分野が扱われており、まさしく国際関係研究の多様性が反映されている。
　今年初めて『立命館国際研究』の編集に関わったが、サイエンス・フィクションを主に扱っている自
分の研究が国際関係研究からほど遠いと感じていたものの、今号の論文を通じて共通する問題点を見出
すことができた。一種のシンクロニシティだろうが、29 巻 1 号から連載されている夏剛先生執筆『囲
碁の「酷」と人智の「魔」─ 究極の頭脳競技の原理と中・韓・日・人工智能 4 強の特質・行方』を読
んだ数ヶ月前に、囲碁、チェッカー、麻雀 、将棋をテーマとし、人知を超えたものを描いた宮内悠介
作『盤上の夜』（2012 年）を読んだばかりだった。また、猪口孝先生や松下冽先生の論文は、殆どの陸
地が水没した未来、残り限られている土地に住む陸上民の国家連合と、遺伝子改変によって海に適応し
た海上民との対立や行方を描いた上田早夕里作『華竜の宮』（2010 年）を連想させる。なるほど、グロ
バール化が進んだ世界をあらゆる側面から理解しようとしている国際関係研究と SF が常に試みてい
る思索には、方法はもちろん異なっているものの、何か同様な精神がある。今後も、多様性に溢れた論
文が投稿されると期待しよう。 （タヤンディエー・ドゥニ）
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